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委員長 

皆さん、おはようございます。市長の鈴木でございます。今日は皆様お忙しい中、土

曜日の朝、だいぶ暑くなってまいりましたが、そういう中で、お集まりいただきまして、

誠にありがとうございます。早いもので今年度の平和宣言文の起草委員会、今回で３回

目、最終回でございます。これまで２回も皆様方から本当に貴重なご意見を賜り、我々

の起草にあたって大変参考になる、有益なご意見をいただきましたこと、心よりお礼申

し上げます。 

今回、第２回で素案を示させていただきまして、第２回における皆様方のご意見など

も踏まえまして、修正した案を皆様方にお送りさせていただいたところでございます。

前回から大幅に変わっております。特に、冒頭、私の両親の被爆の話も引用して、当初

の原爆投下の目標が天候により変更になったことなども触れさせていただきましたが、

苦渋の決断でありましたが、そこの部分は全体の分量、ボリュームの制約もありますの

で、今回入っておりません。なぜここは入らなかったかと言いますと、逆にどうしても

入れたいことが、出てきたということでございます。それは何かというと、冒頭に書か

せていただいております。その後、第２回からのこの１か月ぐらいの間に、世界で武力

衝突に関する様々なニュースが飛び込んでまいりました。本当に危機的な状況だと改め

て認識しております。これはどんどん武力衝突、武力紛争の当事者も拡大していると思

っております。そういう中で、今のこの武力紛争をもうやめてほしいという、何らかの

かたちで、強くまず前面に出さなくてはいけないという思いに駆られまして、そこが、

まず最初にくるのだろうということで、それをはめる中で、私の個人的なことといいま

すか、一人称の部分が入る余地が、なくなってきたということでございます。 

それから、前回のご意見の中で、やはりノーベル平和賞受賞の話で、日本被団協につ

いても、皆さんからも話がありましたので、そこは改めて書かせていただきました。そ

れにつなげるかたちで、地球市民という言葉がなぜ長崎に根付いたのか。そこの背景的

なところ、少し説明的にはなりますが、触れさせていただいております。そういうこと

を訴える中で、当事者というキーワードを使って、１つには、世界中の我々というのは、

誰もが核兵器の脅威にさらされている当事者だという意味での当事者であると同時に、

我々一人一人、誰もが、地球市民として、世界を動かしていく、変えていく当事者にも

なりうるということ。そういう意味で、いろんな意味での当事者ということを、この宣

言文の中で使わせていただきました。そういうかたちで大幅な修正となりましたが、そ

ういう背景事情もお含みおきの上で、今日ご審議賜ればと思っております。今年は被爆

80 年、戦後 80 年という中、長崎ならではの宣言文にしたいと思いますので、どうぞ今

日ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

はい、それでは議事を私の方で進行させていただきます。先ほど事務局からも申し上

げておりますが、今回お配りしております平和宣言文案をもとに、委員の皆様からご意
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見をいただきたいと思いますので、どうぞ忌憚のないご意見を賜ればと思います。それ

ではまず、私の方から宣言文案を朗読させていただきたいと思います。 

～宣言文案の朗読～ 

 

以上でございます。ありがとうございます。それでは、委員の皆様方からご意見をい

ただきたいと思います。時計回りで委員から順にお願いしたいと思います。それでは委

員お願いします。 

 

委員 

前回の案からずいぶん変わってきて、今、市長のご挨拶の中でも、ずいぶん熟考され

た上で苦渋の決断というお話もありましたが、なるほどそういうことかということもな

いわけではないのですが、一言で言うと、言わなくてはいけないことはきちんとロジカ

ルに入っている。けれども、インパクトがなくなったという印象です。イスラエルやガ

ザという、固有名詞が消えているのと被爆 80 年の年ということが、80年というのは国

連創設 80年が出てくるのですが、80年の節目の年の宣言だということも、言った方が

いいのではないかなと思います。あと、いわゆる核抑止についてはこの通りですが、こ

の前のアメリカによるイランの核製造工場の攻撃については、核をもたせないために攻

撃をするという、いわゆる核抑止の範疇にとどまらない展開になってきていると思った

りして、それはどうしたらいいのかなと。私自身、この文章の中にどう反映させたらい

いかという整理はついてないのですが。でも、非核兵器国が核保有を試みていることを、

攻撃でやめさせるということが許されるなら、それは北朝鮮の核工場を攻撃してもいい

ような話になりかねないような気もしますので、それも言わなくていいのかなという気

はします。あと、最後のところの、山口仙二さんの言葉で締めになっています。これま

で、被爆者の言葉を、宣言に引用することを、慣例みたいにしてやってきたわけですが、

今ここに集っている人や、日頃平和に関わっている人であれば、山口仙二さんのことは

知っておられると思いますし、これが国連で初めて被爆者が演説した時の言葉だという

のも、そういう人たちは知っていると思いますが、全国、全世界に発信するという意味

合いで言えば、それが明確に伝わる短い説明が入った方が良いかと思いました。以上で

す。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

はい。ありがとうございます。私は前回、今の平和が直面している課題、あるいは危

機的な状況という根底に、民主主義が後退している、あるいは力が弱まっている。独裁
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的あるいは権威主義的な、制度上の民主主義が広がっていることを申し上げました。そ

こを、どうやって乗り越えていくのかというのが平和の基本的な課題で、そう考えると

地球市民という横断的な考え方で民主主義を立て直していく、あるいは民の声で政治を

変えていくというメッセージが私は伝わっていると思います。あまり民主主義論に入る

と宣言文らしくないと思いますので、そういう意味ではこの地球市民というキーワード

の中にいろんな意味が込められて、まさに自治体の皆さんが集まっている最中に、こう

いうことが語られて、そういう趣旨をキーワードにして伝えることは、多くの市民の人

たち、平和の担い手である皆さんに届くメッセージかと思いました。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

この前欠席しましたので、ちぐはぐなところもあると思いますが、まず全体的にパン

チ力が足りないと思います。その中で、特にやはり被爆 80 年という言葉はなくなって

いるとか、フリードネス委員長が核のタブーということで、この核のタブーは被爆者が

草の根の運動で実相を伝えた結果、そういう風になってきたわけです。その核のタブー

が打ち破られようとしているということもはっきり述べていったほうがいいのではな

いかと思います。それと、最初のこの１行目です。各地で起きている紛争と言ったら、

そんなに大きな戦いではないと私は理解しているのです。やはり、ロシアの言葉もイス

ラエルの言葉もないわけですから、もっとはっきり、それだということを示して、やは

り戦争という言葉を出していくというか、言葉を入れてほしいと思います。それとやは

り、多くの非戦闘員が亡くなっているということです。言うならば、戦闘員よりも非戦

闘員がたくさん犠牲になっているということも訴えてもらいたいと思います。それから、

10 行目ですね、そのような残忍で非人道的な核兵器というのは、絶滅だけを目的とし

た武器であるわけで、そういったところを、やはり強調していく、その点も入れてほし

いと思います。 

それから 17 行目から 18行目です。そこはやはり「世界の挨拶」の中で「私たちは自

らを救うとともに」ということを加えてほしいです。それと、被爆者の言葉がないとい

うのは、特にパンチ力に欠けているのではないか。61 行目から 64 行目も山口さんの言

葉が発せられていますけれど、もう少し被爆者の声を宣言の中に入れてほしいと。それ

から今までずっと言われていた「長崎を最後の被爆地に」です。その言葉も抜けている

ような気がします。 

それと、27 行目 28 行目です。「核兵器を使わせないために、核兵器を持つ。」言葉と

してみんなの中に落ちていくのかという。あまりこの言葉は馴染まないという感じもし

ます。それと、日本は、憲法の中で戦争放棄と戦力不保持を謳っているわけですが、そ
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の日本が世界第 10 位の軍事大国になっていると。軍拡競争の中に日本が巻き込まれて

いっていることについては、やはり警鐘を鳴らしていくべきだと思っております。それ

と、53 行目の「被爆者の援護のさらなる充実」ということですが、私たち被爆者は、国

家補償を求めているわけです。それは国が再び戦争をしない証、この援護法の中に、不

戦のはっきりした言葉。言うならば、今までに政府は、被爆者、それから非戦闘員で亡

くなった人たちに謝罪もしてないし、特に軍人や軍属には恩給法があって、今までに 60

兆円の金が支払われているわけですが。一般国民の犠牲者については、まったく死者に

対して補償されていないと。だから、そういうことで私たちは援護法をというのですね。

これはその国家補償の援護法を求めていることをやはり書いてほしいと思います。それ

ぐらいであとお願いしたいと思います。ありがとうございました。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

はい、別の委員もおっしゃいましたが、私も実は正直言って、昨日送られてきて、読

んでわざわざ裏を見たのです。まだなにかあるのではないかと。それこそ本当に、人間

は生きてたのに、そういう人間の存在というのが私は、紛争国の代表者も来るから、そ

の程度で収められたのかと。悪い表現ですが、各国からお見えになるから、こんなふう

に書かれたのかと思いますが、この宣言文は、長崎県下の小中高生は、８月９日は登校

日です。子どもたちは全部聞いているわけで、子どもたちの心にどれくらいこの文章が

響くのかと正直思いました。だから私たちはここに被爆者の寿命は少ないと書いてあり

ますが、やはり私は、被爆者の一人として、これを読んで、本当にまだなにかあるので

はないかと裏を返してみたぐらいに、ずいぶん変わっていると思いました。今までとは

変わられたなという。被爆者の生の声というか、人間の存在。人間が存在していた、子

どもがとにかくいたのだという、今の場所を見てよくわかりますよね。子ども、女性が

犠牲になっているという。それで、私はこれを読んでふっと思い出しました。多分これ

は三好達治さんだろうと思います。これでは今、地球市民という言葉がたくさん出てい

ますが、私は時々、子どもに言うのです。地球というのは宇宙の中の１つの星でしょ。

星でしょ。ある人が言ったのよと。昔、昔、あの星に、あの星は地球のことよ。昔、昔、

あの星に、賢い、賢いサルが住んでいたと。サルというのは人間のことです。人間がみ

んなが核を使って、その星はダメになってしまったというの、そう書かれている。だか

ら私は賢いサルが住んでいたそうな、そんなだったら大変だねというのは、私、子ども

たちに言うのです。地球という星を、地球儀を見てもらって、みんな今線が引いてあっ

て、宇宙から見たら地球にはそれなんか見えてないでしょ。だからその辺を子どもたち

に、本当にこの宣言文というのは聞いています。子どもにも届くような、先ほど被爆者
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の声というので、昨年は福田須磨子さんの、わざわざ愛媛県から会いに来たというわけ

です。だから私もやはりなんとなく、もう少し何かほしいなと、では何かと言われたら、

すぐは即答できないのですが。もう少しやはりインパクトがほしいなという。それから

「長崎を最後の被爆地に」という、これは本当に繰り返すから電車もそれをつけて走っ

ているわけです。長崎の電車、長崎を最後に、なぜあの電車があんな風にしてその言葉

を使って走っているか。私はあれは本当に大切な言葉。「長崎を最後の被爆地に」とい

う。その言葉がこの中には入ってないと思いました。以上です。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

はい、ありがとうございます。冒頭、市長のご発言にもありましたように、本当に苦

渋の決断で、いろんなものを省いて、入れるものは入れてというところが伝わってきま

した。そして、市長の思いや、このように宣言文の素案が変わった経緯も含めて、全面

的に共感するとともに、その上で、４点ほど、私の方からは提案というか意見を述べさ

せていただけたらと思います。 

まず、冒頭、以前は市長の二世としての私というところで始まっておりましたが、や

はりこのインパクト、非常に大きくて、心にも響くものだったので、正直捨て難いとい

う思いは私にもあります。ですので、今年度は難しいのかもしれないですが、ぜひ来年

度以降とかに入れるかたちで、ぜひこのアイデアは残しておいていただけたらなと思っ

ております。 

そしてまた冒頭のところで、少し思ったのがあるのですが、１行目です。紛争の当事

者の皆さんのところです。これを私が文章で読んだとき、それから言葉として聞いたと

きに思ったのが２つありまして、まず１つが当事者の皆さんというところです。政治家

と国民を大きく２つに分けて当事者と言えるかと思うのですが、どの立場の人なのかと

いうのを思いました。そして２つ目に、紛争の当事者です。本当に世界各地でいろんな

紛争が起きている、いろんな争いが起きている中で、それぞれの紛争の当事者が、自分

のことだとピンとくるかどうかは少し疑問に思いました。ですので、ここは表現方法の

いかんで、いくらでも届くかたちになると思いますが、世界の紛争の当事者の皆さんと

いう言葉を残して、あえて様々な解釈を残すのか、それとも世界の指導者の皆さんのよ

うに具体的に定めるかというところをもっと検討できたらと思っていまして、ここは表

現方法を工夫すると良いかと思っております。 

そして次、２点目です。ここが９行目と、16 行目、17 行目と少し被っているので、

両方をまたぎながらお伝えできればと思います。「核兵器は、あなたや大切な人の日常

と未来を一瞬にして奪い去ってしまいます。たとえ、一命をとりとめたとしても、放射
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線が時をかけて体を蝕み続けるのです」という部分です。ここと放射線が体を蝕み続け

るというところと、16 行目から 17 行目のところです。「原爆による心と体の深い傷、

そして差別や困窮にもがき苦しむ中で」というところ、ここは少しリンクするのかと思

いました。９行目の方が最初に私たちが聞いて把握をするところだと思いますが、ここ

だけを聞いたときに、原爆による被害、大まかな被害では放射線以外にも、ケロイドが

残ってしまったり、体の傷はもちろんですが、その後の人生の中での、差別や偏見とい

うことも十分に大きな被害とも言えますので、その部分は９行目のところで触れた方が

望ましいかと思いました。そして 16 行目から 17 行目です。「被爆から 11 年後の 1956

年…」で、ここ長崎で次のように宣言して結成されましたという、この文章の一文がや

や長い印象が個人的にありましたので、心と体の深い傷、差別や困窮という大きな被害

のところは 9行目にまとめてもいいのではないかと思いました。 

次、３点目ですね。これが最後の方で 58行目にあります。「長崎は被爆地の使命とし

て、被爆の実相を伝え、核兵器廃絶を訴え続けてまいります」の部分です。私たちは長

崎として、やはり核兵器廃絶をずっと訴え続けていますが、訴えるだけではなくて、具

体的な行動がすごく大事になってくるかと思います。ですので、ここで被爆地長崎とし

て何ができるか、そして何をしていくかを入れる方がいいのではないかと思います。具

体的に言えば、例えば被爆体験の継承の強化とか、そういった具体的な文言を入れて、

被爆地長崎として何をしていくかというのを明確に発信できたらいいのではないかと

思います。 

それから最後４点目なのですが、今まで他の委員の方々からご指摘がありましたよう

に、61 行目から 64 行目です。「ノーモア・ヒロシマ ノーモア・ナガサキ ノーモア・

ウォー ノーモア・ヒバクシャ」の部分です。ここはせっかくのキーフレーズでありま

すので、被爆者山口仙二さんのお言葉だということを明確に言及するのが望ましいと思

います。以上になります。ありがとうございます。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

お疲れ様です。私の方からも意見を述べさせていただきます。今回、先ほど市長のお

話の中から、当事者というのがキーワードだと言及いただきました。加えて、地球市民

としてのメッセージ性の一貫性も意識して作られていると思ったのですが、地球市民を

コンセプトの核に据えるのであれば、それぞれの文章が、よりシャープにできるのでは

ないかと感じました。私は、地球市民は 24行目から 25 行目に定義されている通り、人

種や国境などの垣根を越えて、同じ地球に暮らす一員として共に考え、共に行動しよう

という思いが込められているという、この言葉の通りに受け止めていまして、この概念
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というのは、核問題に限らず、あらゆる政策に対しての、基本的なスタンスだと思って

います。そこをよりこだわった文章にしてほしいと思います。例えば、１行目から３行

目の文章の後に、世界の皆さん想像してみてくださいということで、「もしも、あなた

が暮らすまちに」と書いてあるのですが、あなたが使われるかもしれないですよという

言葉は、だから核武装しようという考えにもつながりやすい考えなのかという気がして

しまいました。どちらかというと、地球市民というスタンスを考えたときに、あなたの

まちに落とされる可能性でもあり、あなたが使用しているものというのは、人間に対し

て使おうとしているという、そこに対して理性的になれないのかというのが、地球市民

というスタンスの考えではないかと思ったときに、あなたが暮らすまちというメッセー

ジだけでは、地球市民のスタンスが十分に伝えきれないのではないかという印象を受け

ました。 

また、そのつながりですが、１行目の「世界各地で起きている紛争当事者の皆さん」

という呼びかけがあって、これはその通りだと思う一方で、私は現在のガザやウクライ

ナの情勢を考えたときに、必ずしも当事者と言われている国だけの問題なのかというと、

私はそうではないと思います。私は、日本政府がなぜもっとイスラエルに対して人道的

な行動をしろと、もっと強く言えないのかということに対して、長崎から憤り、悔しさ

を覚えています。やはり世界の国々が今の状況はおかしいということを、長崎だからこ

そ主張できると考えたときに、このことについて考えてもらうべきは、紛争当事者と言

われる国の人たちだけではなくて、世界中の人たちみんなではないかと感じます。とい

うところで、この１行目は、私はこれだけではなくて、もっと踏み込んでほしいという

印象を受けました。 

また、先ほど先生の方から、ウクライナのことや、ガザのことを具体的に言及した方

がいいという話がありましたが、私もそう思いました。そうでないと、自分はその発言

の対象外だといくらでも考えられてしまうからです。やはり具体的なことを言及した方

がいいと感じました。あと２つ各論的ですが、新たに追加されたところとして、この 33

行目から 38 行目の平和首長会議についての言及が増えたと思います。これはとても大

事な部分だと思うのですが、先ほど言われた「被爆 80 年」とか、「核のタブー」とか、

「長崎を最後の被爆地に」というとても大事な要素を削って、ここのボリュームが増え

たというのは、やや違和感がありました。もっとこっちの方に文章を言及した方がいい

と思います。被爆 80 年の平和宣言は後から読み返してもらいたい宣言でもあるので、

そう考えると、普遍的な部分と言いますか、後世の人たちに対するメッセージという意

味も含めて言及してほしいと思います。また、重複になりますが、やはり私は前回のと

きに主張した通り、被団協の方々が言っておられる国家補償としての被爆者援護法につ

いては、この文脈、特に地球市民の文脈を語るときに、戦争の当事者というのは、戦争

というのは、みんなの心の中で始まっていくものだと思いますので、それをここにとど

めるという意味、不戦の誓いを心にとどめるという意味でも、やはりこの文脈で触れて
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ほしいと感じました。すみません、まとまりがなくて。以上です。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

はい、最初に１行目から３行目をもってきたというのは前回から大きく世界情勢が変

わる中で、被爆地としてやはりまずそこを、というところは非常に共感するところはあ

りました。さっき委員も言われたように、やはり当事者というときに、紛争地の被災者

も含むような印象を受けてしまうので、国民と言いますか、そこにやめてくださいと言

っても止められないわけで。このままいくなら、指導者の皆さんと当事者を何度も使っ

ていくという方針ではあると思うのですが、ここはやはり指導者というような、あるい

は責任者というような言葉だと思いました。 

それから、４行目と言いますか、結局、第二次大戦下で米国が広島、長崎に核兵器を

投下して、そして何が起きたのかということを簡潔に入れる必要があると思います。原

爆が投下されてどうなったのかが入っていないので、被爆地の宣言として弱まったので

はないかと思います。先日のトランプ大統領のイランの攻撃の後の発言でもありました

が、原爆投下の正当化論というのが米国で根強いということを改めて思いましたし、原

爆投下の理由を掲げて正当化することは、自国にとって理屈をつければ、核兵器の使用

を認めることになるわけです。そういう正義のための核兵器使用というものは、そんな

ものはないわけで、使ってはならない凶悪な兵器でありまして。私たちはそれを知って

いるというところで、やはり１つの宣言ができると思うのです。正当化を絶対に許して

はならないというところは、すごく言葉にしなくても、やはり込めるべきだと思います。

正直に言えば、トランプ大統領には原爆を使ったことを心から反省し、後悔をしてもら

いたいと思いますが。本来は被爆地として、そこに対して、そういった考え方が、やは

りよくわかりませんが、主流なのかもしれませんが、怒りの表明をしてもらいたいとい

う気持ちはあります。米国が、原爆を投下した長崎で、何が起きたのか、そこは少なく

とも言葉にした方がいいと思いますし、多少泥臭くても、そこは入れた方がいいと思い

ますし、そこの部分、特にやはり市長は魂を込めて、訴えてもらいたいと思います。 

それから 50 行目です、非核三原則を入れていただいて、堅持を入れていただいてよ

かったと思います。核共有などの論議は、現実味を増していると思いますし、米国の圧

力というのが、今後強まっていくことが想定されますので、非核三原則の堅持、法制化

ということの主張は本来、国是であって、言うまでもないことですが、これを言わざる

を得ないような状況になってきているという意味では、ここを入れていただいて良かっ

たと思いますが、非核三原則というだけではなかなか伝わらないので、やはり核を持た

ず、作らず、持ち込ませずの非核三原則というような言葉を入れられたら、やはり入れ
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ていただきたいと思いました。 

それから 50 行目、51 行目ぐらいですが、核抑止に頼らない、安全保障政策の部分で

すが、これは前の段落でせっかく、憲法の平和の理念を盛り込んでもらっているので、

ここは委員からもありましたが、やはり現在の日本の状況ですね、軍備拡大されている

と。そこに危機感がある以上は、核抑止や軍備、例えば軍備拡大に頼らない安全保障政

策というような、軍備の拡大の部分にも一言、言葉を入れてもらいたいと思います。被

爆地にとってすごく憂慮すべきことだと思いますし、軍備の拡大ではなくて、対話にエ

ネルギーや資金を注ぎ込むべきだと思います。あと最後に、54 行目の被爆体験者のと

ころですが、救済を強く要請するというところは言ってきているのですが、ここは改め

て政治判断をしてくださいと強く要請するという、誰が主体で、誰に何を判断させるの

かというところでは、政治判断を要請しますと、救済に向けて政治判断を要請しますと

いう言及を入れてもらえたらと思います。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。続いて委員お願いします。 

 

委員 

はい。正直に申し上げると、私の文章の好みからいくと、前回の市長の一人称から始

まる文章の方が私は好きでした。ですから、今回は無理でも来年以降にそういう出だし

の文章をまた考えてもらってもいいかと思っていますが、冒頭、市長の説明にありまし

た、今の世界情勢のいろんな変化等々を踏まえて盛り込まないといけないことも増えた

という説明で、こんなに大幅に変わったことについてはよく理解させていただきました。 

それで、何回か読んでいると、地球市民という言葉と当事者という言葉が頻繁に出て

きて、随所に散りばめられているので、この２つが、この文章のキーワードだと思って

いますが、文章の立て付けを何回も見ていて、誰に対する呼びかけなのかということで

整理をすると、まず冒頭に、いきなり世界各地で起きている紛争の当事者というよりも、

先ほどから出ているように戦争をしている国の指導者という方が呼びかけだと思うの

ですが。そういう呼びかけがまずきて、次に世界の皆さん、これは世界の皆さんに核兵

器は改めて本当に恐ろしいものなのですよというお話をします。次に、被団協のノーベ

ル平和賞の受賞をイントロにして、地球市民がいかなるものかみたいな概念の説明がこ

こに入って。次に、また改めて世界の皆さんに対話を重ねて共感を広げてくださいとい

うのがきて。その次の呼びかけとしては、世界の国々の指導者の人たち、戦争をしてな

い国々の指導者の皆さんということになってと解釈したのですが、呼びかけの順番とい

うのが、すっと腹落ちしてこなかったというのが印象です。 

地球市民というのが非常にキーワードになっていくので、私的にはこの 15 行目から

くる、これは誰もが知っている、被団協がノーベル平和賞を受けたというフレーズから
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まず入って、ここで地球市民という概念をまず冒頭にお話しされるのも１つの手かなと

思いました。その後に、世界の皆さん、想像してみてくださいという、５行目からの核

の恐ろしさを改めて伝えるという、そのフレーズの後に、そのまま 32 行目の世界中の

皆さんと改めて言い直す必要もなくて、13 行目から続いて、この核は怖いものです。そ

して皆さん、対話を重ねましょうという、そういう流れになったら、よりすっときた感

じがするんですが。その後に、いわゆる戦争している国の指導者の皆さん、そしてそれ

以外の世界の指導者の皆さん、こうこうあってくださいというのがくると、すっと腹落

ちをすると感じて読みました。これはいろんな考えがあると思いますので、皆さんに任

せるのですが。 

それで、もう１つ、やはり被爆 80 周年ということ、それと核のタブー、核の使用は

もちろん、所有のタブー、そして「長崎を最後の被爆地に」という本当に重要な言葉が

なくなっているということについては、少し残念だと思いました。その辺はなんとか入

れてほしいという気もいたしました。 

最後にもう１つ、これは少しひねくれた考えなのかもしれませんが、原爆慰霊祭、平

和祈念式典だから当然ですが、57 行目の「原子爆弾により亡くなられた方々に心から

哀悼の誠を捧げます」という、これは当然ではあるのですが、私はよく考えると、今年

は被爆 80 年でもあり、終戦 80 年、戦後 80 年となって原子爆弾で亡くなられた方以外

にも、普通の爆弾や地上戦で亡くなった方々も、ものすごくいらっしゃるので、原爆に

よって亡くなられた方々にあえて哀悼の誠を捧げますというのも、よく考えると違和感

があったりする。少しそこが気になりました。一言、言わせていただきました。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。続いて委員、お願いします。 

 

委員 

はい。市長が最初におっしゃったように、当事者というのをキーワードに苦渋の選択

で構成された案であると思いながら拝読いたしました。地球市民に向けたものであると

いうことで、一貫した内容で、前回よりもとてもすっとわかりやすくなったように感じ

ます。その中で、やはり皆様の中でありました、人間の存在や、人間の生々しさ、伝わ

りやすさというのは何かと考えながら見ていたときに、最後の 61 行目から 64 行目の

「ノーモア・ヒロシマ ノーモア・ナガサキ」のところは、やはり山口仙二さんの言葉

であるということと、44 行目に国連憲章のこともありますので。国連で初めて被爆者

が訴えたという説明があってもいいと思いました。その分の文章を足すのが大変だとい

うことであれば、例えば１行目から３行目を省略して、世界の皆さん、想像してみてく

ださいというように、紛争地域だけではなく、地球市民という目で世界全体に広く訴え

ているところから始まるのも１つの手かと感じます。そして本当に前回からこれまで以
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上に、核のことについて考えるときに深刻な状況になってきているので、それをどうし

たらいいのだろうと考えていたのですが、地球市民というのを考えた際に、43 行目で

「地球市民の一員である、世界の国々の指導者の皆さん。」ということで、あなた、指

導者も地球市民の一員ですよと明言されているのは、全体としてもやはり成立していま

すし、政治家に対する訴求として１つ強いものがあるので、いいなと感じました。あと、

皆さんもおっしゃっていますが、市長の一人称というのを、次回以降、一個人として活

用していただけたらと感じました。私からは以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。続いて、委員お願いします。 

 

委員 

はい、前回からかなり変わっているので、本当にご苦労されたのだろうと、そこに込

められた意図を考えながら読んでいたのですが。今、本当に刻々と世界情勢が変わって

いる中なので、そこに言及することは、当然というか、逆にそうしないと現実を踏まえ

ていないと思われかねないので、そのことにはとても賛成をしています。全体的にすっ

きりしすぎているのではないかと、インパクトがないというのは、同じ感想をもちまし

て、なぜかと考えていたのですが、一般の方に、あなたも当事者ですよとか、指導者の

方に、私たちはこういうルールの中で生きていますよということを、わざわざ言うこと

をしない方が長崎らしいと思っていまして。というのは、地球市民という言葉自体が、

本当に究極の包摂の概念で、みんな仲間だし、身近にいれば争っている国同士の人でも

仲間だと言えるぐらい、人というのは分かり合えるものだから、もっとインクルーシブ

にやっていきましょうというのが、どちらかというと長崎のスタンスで、実際今回の式

典にも戦争当事国の皆さんも招待されたという、姿勢そのものが本当に長崎らしいです

し、実際そこにいらっしゃっていることを考えたときに、もうやめましょうとか、もっ

と真剣に自分たちのことだと思いましょう、という言葉ではない方法で、やはり争いは

よくないとか、原子爆弾はなくしたいと伝えたいと思ったのです。その姿勢そのものが、

本当に分断の真逆の思想だと思っています。抽象的な話になったのですが、具体的には、

地球市民という概念を、長崎の中では根付かせてきたというお話を前半にされて、その

上でみんな地球市民として行動すべきではないでしょうかと言っているのですが、すべ

きではないでしょうか、というよりはもうすでに私たちは行動して、そうなっているこ

とを改めて感じてもらう。音楽やスポーツを、国境を超えてすでに一緒に楽しめている

こと自体も現実であるし、私たちはそういうふうに生きられていることを、改めて分か

ってもらって、その上で政治というものが、一部の指導者のものではなくて、ここに生

きるみんなのものであることを、改めてわかってもらうというか、その人たちの思うよ

うにさせてはいけないという、少し強く言うと、そういうこともあると思うのですが。
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だから、みんなで参加して違う文脈で平和な世界を作っていきましょうということを一

般の方には伝えたいと思ったのが１つと、もう１つは、やはり国連や平和憲法であった

り、80 年前の戦争の反省を踏まえて、実際にみんなでこういうふうにしていこうと決

めたことを、本当に忘れて今こういう状況になっているということ自体が、本当に人間

の愚かさというか弱さだと思うので、そういった部分で当時の苦しみをやはり改めて伝

える必要があるというところは、そういった意味で必要だと思いますし、実際に今、戦

争の中で自分の力ではどうしようもなく、戦火に巻き込まれている方たちもたくさんい

らっしゃるので、やはり苦しみとか、当事者の方の声を伝えることによって、今また戦

争の文化にいきつつあるところを変えていこうという呼びかけにした方がいいかと思

いました。なので、盛り込まれている要素としては、必要なものだと思うのですが、ス

トーリーといいますか、流れだったり、なぜそういうことを伝えているのかが、わかる

ように伝えられるといいと思いました。具体的にこうした方がいいということが言えな

くて申し訳ないですが。あともう１点、すごく細かいことで言うと、平和首長会議のと

ころに関しても、地域のトップの皆さんが頑張りますというよりは、やはり自分のまち

もそこに参加していること自体がすごく勇気になると思うので、違うところでもこうい

うふうに団結して頑張っていることが伝わるといいと思いました。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございます。続きまして、委員お願いします。 

 

委員  

はい、私はこの宣言を読ませていただいて、前回の委員の皆さんの意見などがしっか

り反映されていて、また政治とか専門知識をもたない人々にもわかりやすく伝わるよう

な文章になっていると感じました。その上で、より良い宣言文に近づけるために、私の

方から４点提案とともに感じたことを共有させていただきます 

まず１点目は、冒頭の１行目から３行目についてです。先ほども複数の委員の方がお

っしゃったことと重なる部分ではあるのですが、今日では世界各地で起きている紛争当

事者の皆さんと呼びかけるかたちで、武力には武力をという考え方が、将来的には「核

には核を」へと発展する可能性を示していると思います。しかし、私は現在の紛争や戦

争というのは、当事者とされる国や地域の問題ではないというのが、この宣言文でも伝

えたいことだと思いますし、市長が冒頭の説明で様々な意味での当事者を取り入れたと

おっしゃっていたので、それを聞いたら、なるほどなと思ったことではあるのですが、

この表現では、一部の当事者だけに責任を帰するような、印象を私は一番最初に感じて

しまいました。また、当事国の中には、戦争を望まずとも、日々恐怖や困難の中で生き

ている人や、自分の力だけではどうしようもない人々がいるので、その人たちに呼びか

けているような印象になるのは、少し良くないかと思います。加えて、「武力には武力
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を」が、必ず「核には核を」に発展するような印象を与えてしまう点にも少し懸念があ

って、その危険性はあるのですが、断定的につながるかたちで書くには慎重さが求めら

れると思いました。まとめると、この冒頭部分で誰に語りかけているのかというのと、

その言葉が誰の責任として響いてしまうのかを、もう一度見直す必要があるのではない

かと感じました。 

２点目が、27 行目と 28 行目にわたって核兵器を「使わせないために核兵器を持つ」

という、核抑止の言及があると思うのですが、先ほども少しおっしゃっていた方がいら

っしゃったのですが、この核抑止という考え方を知らない人は本当に多いと思うので、

その人たちがすっとわかるのかなと感じまして、過去の宣言文をいろいろ調べて読ませ

ていただいたときに、同じように核抑止の説明がこんな感じで説明されていたので、議

論の末にこういう表現をされているのかと思ったのですが、共有させていただきました。 

そして３点目は、私たちは地球市民として行動していくべきだという趣旨の部分につ

いてです。このメッセージには深く共感しますし、そうした視点をもつということは本

当に求められていることで、この部分に関しては本当にいいと思いました。ただ、この

地球市民としての行動をしていくべきだと呼びかけるだけでは、実際にどう行動してい

けばいいのかというところが、抽象的だと思っていて、私も個人の意見としては、どう

行動していくか、いろんな方法があるとは思うのですが、自分自身にとって平和とは何

だろうと考え続けること、その時代によって平和の意味というのは変わっていくと思い

ますし、その過程で自分の考えだったり、調べたりして、行動に結びついたり、対話に

結びついたりというのがあると思うので、地球市民といっても一人一人の考え方や背景

が異なるからこそ、まさにまずは共に歩んでいくための土台として、自分なりの平和の

輪郭みたいなのを描くこと、その大切さを伝えるのはどうだろうかと思いました。 

最後４点目は、今年が被爆 80 年の節目の年であるということです。この歴史的な意

味を、文章のどこかで少しだけ強調することができないかと感じました。もちろん言葉

として被爆 80 年という数字的なものを入れることだけが重要だとは思わないのですが、

この 80 年という時間の重みが、単なる年月の経過ではなくて、人々の願いや努力、苦

しみ、記憶の上に重ねられてきたものだということを読む人の心にしっかりと伝わるよ

うな重みのある表現や、インパクトとして取り入れることができたら、より良いものに

なるかと思いました。以上になります。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。続きまして、委員お願いします。 

 

委員 

はい、ありがとうございます。まず、取りまとめ、非常にご苦労されて、文章も、文

字数が限定されている中で、本当に最大限努力を積み重ねてこられているということに
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感謝申し上げます。まず、すでに多くの委員が言及されているような冒頭、どう評価す

るかということですが。私は、冒頭市長がおっしゃったように、やはり今、人の痛み、

苦しみを知る長崎、被爆地長崎から世界に何を訴えるか、その最優先のメッセージとし

て、今まさに行われている、まさに今血が流れている、毎日の苦しみを止めるというと

ころに１番の重みを置いたというのは非常に評価したいと思っています。そのときに、

１行目の当事者という言葉よりも、本当に今すぐ争いを止めてほしいという、このこと

を最大限訴えるのであれば、戦争を行っている国の指導者というところに言った方がこ

こでのメッセージがクリアになると思っております。 

そこで、冒頭のここをやはり、今回非常に、もちろん後半のことも当然今回の趣旨で、

当事者として、地球市民というところが肝であるのですが、最初の冒頭です、とりあえ

ず言ったというか、浮かせてしまわないために、ここに強調というか文脈でも、長崎が

今非常に強い危機感を世界に対してもっているのだというところを、もう少し強調でき

るのではないかと思っています。そのときにどういう強調の仕方があるかと考えると、

やはり一番最後とのリンクだと思うのですね。最後は「ノーモア・ヒロシマ、ナガサキ、

ノーモア・ヒバクシャ、ノーモア・ウォー」そこは、もうすでに何人かの方がおっしゃ

っているように、これが山口仙二さんのお言葉であり、また被爆者も言ってみれば、こ

れまで訴え続けてきた、叫びであるというところは、やはりわからないので、そこは山

口さんのお名前を入れるなり、加えるべきだとは思います。ただ、何が言いたいかとい

うと、被爆者が訴えてきたことが、つまり核兵器をなくすだけではなくて、やはり戦争

を止めなければいけないというところであったというのも、１つの肝であるのです。そ

うすると、ここには強いサポートとのリンクがあって、やはり被爆者が訴えてきた戦争

をやめろというメッセージも、今、打ち崩されているということに対する長崎の怒りや

悲しみとか、道徳みたいなものを表すことができるのではないかと、本当に一案ですの

で、どこがいいかどうかわからないのですが、冒頭で、例えば被爆者がノーモア・ウォ

ーと叫んできたこの叫びに、今こそ耳を傾けてほしいということです。冒頭で争いをや

めてください、そして被爆者の叫びに今こそ耳を傾けてください、これが長崎からの訴

えですというようなかたちで強く言うことが、もしかしたら先ほど、訴え、インパクト

というかですね、メッセージ性というところも言われていたので、効果的になっていく、

というよりむしろ被爆者の言葉が、本当にトランプ大統領の先日の発言もそうですが、

核兵器の製造が非常に軽んじられていると。そこをやはり長崎としては許せない、看過

できない状況だという、ある種その危機感の強さみたいなものが、今どうしてもフラッ

トな少しさらっとした文章に、冒頭の地球市民の話に入る前のところ、おそらくインパ

クトが弱いと、もっと何かないのか感じられたものの、何が原因だろうと考えると、や

はりそうした長崎の今の強い危機感を強調する表現だと思って、多分私、分量を増やさ

ないでも今のかたちの流れの中に、そういったことを盛り込んでいくことが、当事者と

地球市民という、ある種、当事者だったり、地球市民としてというのは、解決に向けた
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アプローチの話であって、でもそこの原因というか、今何が問題なのかというところが

多分今回少し分量の関係で、薄めてしまったところだったのかなと思うのです。なので、

何とかせっかくのこの冒頭を活かし、被爆者の言葉が消えないように、この 80 年です

ね。まさに、今後私たちがこれから先、どんな世界に生きていくのかというところを問

うような、80年という言葉ももちろんそうですが、この文脈が冒頭の 15 行ぐらいまで

のところに強く打ち出されると、後ろが生きてくると感じています。はい。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。それでは委員お願いします。 

 

委員 

はい、皆さんいろいろおっしゃったこととすごく共通するのですが。まずは非常に大

きく変わったということについて、市長から最初の説明があったので、経過はよく理解

できたのですが、今日は最後の会議だというのが私の中ではずっと気になっていて、積

み重ねられていたかたちが最後の会議では見えている方がいいと思いました。それで、

私の考えとしては、出てきている今日のものをあまり大きく変えないでブラッシュアッ

プするのが、今日の仕事という感じで、意見を言いたいと思いました。その上で、まず

これまでも何人かの方がおっしゃいましたが、被爆 80 年というのは、やはりはっきり

とどこかに言うべきではないかと思います。その言葉がどこかに出てくるとすると、国

連の創設 80 年ということは、被爆 80 年という言葉と響き合うような、表現も少し変え

る必要があるだろうということも含めてどこかに被爆 80 年ということが長崎にとって

は非常に厳粛な節目なのだと。その 80 年の重さということが、語られるような一文で

いいと思うのですが、80年ということをどこかで言って、先ほど言ったように、国連の

ところはそれと呼応する表現に変えるのがいいと思います。それから、冒頭の部分です

が、これは市長のご提案があって、改めて必然性というか、そういうことはよく理解で

きたのです。その上で、これが冒頭にあることのインパクトというのはすごく大きいと

思うので、もう少しわかりやすくあるべきだと。わかりにくいのは最初の１行が、これ

もいろんな方がおっしゃいましたが、紛争の当事者というと、やはり被害者も含んでい

た当事者というふうになるので、戦争をどう表現するかです。いきなり指導者というこ

とで言うのか、もう少し戦争を止めろということについて、動きうる関係者はどう表現

していいかよくわからないのですが、ともかく早く止めてほしいということの相手をど

う表現するかなのですね。戦争に関わる関係者の皆さん、というのを考えてみたのです

が、指導者というとどう響くのか、関係者というとどこまで入るのかということをあま

り整理できてないのですが、そこはとにかく止めるために動けということを、言いたい

対象を的確に表現した方がいいと思いました。それをどこに置くのか、冒頭に置くとい

うことのインパクト、僕はあるかなと思って。とりわけこの式典に誰を招くかというこ
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との、去年いろいろ論争があったと思うのですが。とりあえず、すべての国の指導者を

招くと主張してきたと思うのです、長崎は。その立場から言うと冒頭に、だからそこに

はみんながいるということなので、長崎でこの言葉を発することの意味とか一貫性とい

うのは、担保されると思いますので、ここに置くというのは、それでいいと思うのです

が。最初の１行かな、とにかく、もう少しその切実さが伝わるような訴えにしたいと思

います。それから、あとは細かいことですが、最後の山口仙二さんの言葉は、やはり誰

の言葉かわかるようにしたほうがいいと、私もそう思いました。それから 38 行目です

が、言葉の問題で市民に最も身近な政府である都市というのは、都市という風潮もある

かもしれないと思ったのです。ここは英語で言うとミュニシパリティという言葉になる

と思うので、自治体と言ったほうが、具体的に最も身近な政府ということに合致すると

思いました。それからあと 50 行目の訴えの仕方ですが。日本政府に訴えますと言った

ときに、やはりわかりやすく切実な訴えをまず言い切った方がいいと思って、非核三原

則を堅持し、一日も早く核兵器禁止条約への署名、批准を果たしてくださいというふう

に、まず言い切った方がいいのではないかと。続け方としては、そのために北東アジア

非核兵器地帯構想などを通じて核抑止に頼らず、先ほどどなたかが言いました、軍縮に

向かう安全保障政策への転換に向け、主導的役割を果たしてくださいとするのはいいと

思います。そんなところです。大きく構想全体を変えないという前提で意見を試みまし

た。 

 

委員長 

はい。どうもありがとうございました。それでは、今一通りご意見伺いました。本当

にありがとうございました。全体として、今回大きく変えて、その過程で分量的な制限

もありまして、言葉足らずの部分も多々あったかと思います。そういうところについて、

こういうことを入れたらいいのではないか、あるいはこういう表現にしたらいいのでは

ないかということを含めて、いろんなご提案、ご指摘いただきましたことを、本当に感

謝申し上げます。今一通りご意見賜った中で、皆さん他の委員の方のご意見を聞きなが

ら、改めてさらに補足の意見、あるいは追加の意見等ございましたら、おっしゃってい

ただければと思います。どなたかございますでしょうか。 

 

委員 

ありがとうございます。冒頭の当事者の部分に関わることですが、指導者を支持して

いる国民もいっぱいいるわけで、その支持がなければ指導者は倒れるわけです、民主主

義国家であれば。今戦争しているのは概ね、一応民主主義制度があるところです。なの

で、被害者が含まれるからということで、当事者と言わなくなると、あるいは指導者だ

けにすると、そこは今の本当の危機から、世界の問題から目をそらす言葉ゲームになる

という心配があります。実際に紛争地で困っている人は指導者だけに困っているわけで
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はなくて、冷たい国際社会や隣の国の人たち、そういういろんな当事者たちの動きに悩

み、苦しんでいるわけだと思いますので、あまり指導者のせいにしないようにする方が

いいかなと。そうすると、どうしても、なんていうのでしょうか、現実を見ないで言葉

だけ言っているという印象が冒頭からもたれてしまうとまずい気がしました。 

あともう１つ気になったのが、最初のところに戦争をやめてくださいというのはとて

も大事。ただ、このままでは核が使われますからというのは、そうではない紛争地もい

っぱいあるので、そこのところをうまく核が怖いから紛争をやめてくださいと読まれな

いようにした方がいいだろうというところの表現方法の工夫が必要かと思いました。あ

りがとうございます。 

 

委員長  

はい、ありがとうございました、はい。委員お願いします。 

 

委員 

ありがとうございます。私も今の先生の意見に全く賛成でございます。それを踏まえ

てなのですが、今回、時期もあって、いろんな方々に被爆の実相を伝えるという活動を

しているのですが、やはり海外の方と会うときには、海外の方々はやはり原爆資料館を

見た後の感想などを聞いても、なぜそもそもこういう結末になったのかという原因のと

ころの言及が弱いのではないかというのは、この間 10 回ぐらい海外の方にお話する機

会があったのですが、毎回言われたのです。なので、戦争に対する自分たちの反省であ

ったり、教訓みたいなスタンスを示した上で、被爆の実相についても伝える流れにしな

いと聞いてもらえないという状況もあり得るんだなというのを再認識しています。また、

今回、やはり 80 周年ということで、この間、被爆者の方々がどんなことを言ってきた

のだろうということを改めて読み返しておりまして、それこそ長崎新聞の私の被爆ノー

トとか、そういったものを読んでいくと、やはり核兵器を二度と使ってはいけないとい

うことに加えて、非戦、反戦に対する言葉が多くて、その非戦、反戦の言葉は、スロー

ガンというよりも、自分たちに誓いを立てるような言い方なのです。なぜ日本は戦争し

たのかというところに対しての、原因のところに自分は何をしたのだろうという、自分

のそのときの弱さみたいなところに対して、自分を鼓舞するように語っていることが多

くて。そうした文脈というか、自分たちの反省みたいなことも含めて地球市民というの

を、大事にしてきたのです。忘れないようにするために大事にしてきた。そのために被

団協は世界への挨拶の中でもあえて言及したという、その主張のもともとの、心みたい

なところを盛り込むことで、ユネスコ憲章にもある、戦争は心の中で生まれるから、平

和のとりでを築かなければいけないというのは、まさにすべての人類に対して言えるこ

とを改めて強調するという意味でも、戦争を経験された方々の気持ちを入れる。その中

に被爆 80 年という言葉も必然的に盛り込まれるのではないかと感じました。抽象的で
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すみません。よろしくお願いします。 

 

委員長 

はい。ありがとうございました。他に何かございますか。はい、委員お願いします。 

 

委員 

先ほど、原爆投下で何が起きたのかを入れるべきだというお話をしましたが、伝わり

にくいと思って。前回ので言うと、いろいろ表現に問題があるということで、このまま

使えないと思うのですが、核兵器は人間を数千度の熱線で焼き尽くし、凄まじい爆風で

骨まで砕き、見えない放射線で細胞の１つを破壊し、生涯にわたって苦しめると。キノ

コ雲の下で何が起きたのかという、基本的な情報が今回入ってないというところで、そ

こは例えば、先ほども言いましたが、４行目ぐらいのところに入れた上で、世界の皆さ

ん想像してくださいと。こういったことが起きたらどうしますかというところに、実際

にあったことをきちんと入れた方がいいと思います。 

それと、先ほどから冒頭のところで、本当に難しいなと。当事者を指導者とすると、

それを支える国民はいいのかという、先生のお話でしたが、そこを何か表現がうまくで

きないかと感じました。答えは出ませんが。それと、本当に同じようなお話になります

が、やはりすぐ止めてくださいと。このままでは滅亡の一途、核戦争への発展を辿るで

しょうと、やはり読まれてしまうところがあるので、やめてくださいというところと、

さらにというところだと思うのです。やはり尊い命が大量に失われているという、ある

いは、その子どもたちの命が失われているというところを踏まえてやめてくださいと言

うべきだし、プラスの部分でそういった可能性が出てくるとか、核戦争の可能性も出て

くるところを、うまく表現した方がいいと思いました。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。他に、はい、委員。 

 

委員 

本当にいろんなご意見があって、どうするのがいいのだろうと思いながら、皆さんの

意見を聞きながら、できるだけ今の文章を活かすかたちで、うまく伝えられないかと考

えてみて、本当に１つの案というかたちですが、さっき委員がおっしゃった 15 行目の

被団協の言及のところからスタートをして、被団協の皆さんがこれまで訴えてこられた

ことや経験されたことというところで、もう少しその苦しみをきちんと共有できるよう

なかたちでスタートさせて、28行目の「矛盾に満ちた核抑止の依存が強まっています」

と言った後に、８行目の「核兵器は、あなたやあなたの大切な人の日常と未来を一瞬に

して奪い去ってしまいます」という、核兵器の恐ろしさを先ほど委員がおっしゃったよ



19 

 

うなところも少し含めながら、もう一度お伝えをして、「皆、核兵器の脅威に直面する

当事者なのです」ということを伝えた後に、また 29 行目に戻って、「このような時だか

らこそ、私たちは地球市民として行動すべきではないでしょうか」というところをお伝

えして、43行目の「地球市民の一員である、世界の国々の指導者の皆さん」というとこ

ろに、冒頭にある「武力には武力を」の争いを今すぐやめてくださいというところも含

めたような呼びかけのところを踏まえて、指導者全般に呼びかけるというか、戦争当事

者の国だったり、その周辺の国に対して言いたいのは、もちろんそうなのですが。日本

も含め直接的でなくても、やはり各国のトップの方たちは、多分そこに向かわせるかど

うかというカギを握っている人たちであることは間違いないと思うので、全体に呼びか

けてもいいのかと思うのですが。そういう流れをやめませんかということを伝えて、唯

一の被爆国である日本政府というところに最後もっていくというかたちで、少し流れを

組み替えることで、今皆さんがおっしゃったようなことが解決できないかと思いました。

以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。はい、委員お願いします。 

 

委員 

今、委員がおっしゃった、いわゆる原爆投下でというので、私は子どもたちに落下で

はありません。落下を落とす、下と書いて落下と読みますね。原子爆弾は落下ではない。

ところが爆心地公園に行かれたら、落下という言葉を使ってある。だから私はあえて子

どもたちに落下ではない、投下。投げるに下、目的をもってと言う。ではその目的は何

だったのだろうと問いかけています。それから、被爆者の本当にあのときの苦しさ、き

つさという、その生の声がやはり出てないような気持ちもします。だから、どこにその

文章を入れますかと言われて、私はやはり、ここではノーモア・ヒロシマとカタカナで

書いてありますが、「長崎を最後の被爆地に」というあの漢字を使っての、そういう一

言が絶対ほしいという気持ちがあります。では、それをどこにどう入れるのと言われて

も即答はできないですが、なんとなくそういう気持ちがします。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございます。他にどなたかございますか。委員お願いします。 

 

委員 

すみません、ありがとうございます。私の方からは、被爆 80 周年というところで、

少し考えたところがあるので、共有させていただけたらと思います。 

これまでも、おそらく被爆 70 年、75 周年、80 年と、基本的に 5年ごとの節目でとい
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うか、区切りで節目というふうに訴えて、その都度、その時々に合わせた力強いメッセ

ージを発信してきたかと思うのですが、その被爆 80 周年の今年だからこそ、絶対に盛

り込まなければいけない、それから強く訴えたいメッセージは何かというのを、もう一

段階、もう二段階、深く考えてみてもいいかと思います。私の個人的な基本のスタンス

としては、被爆 81 年、82 年は軽く流してもいいかとか、全くそういうことは思ってい

なくて、節目だろうと節目でなくても、いつの時代でも核問題は、人類を破滅させかね

ない一番大きな問題の１つだというスタンスをとっております。その上で 80 周年に何

を訴えるのかというところも、他の委員の方々からも出たように、すごく大事な問題だ

と思っております。それを考えるときに、80 周年だからこそ言えること。例えば 85 周

年や 90 周年、それから今後くるであろう 100 周年にも言えるようなことは入れなくて

もいいのかと思っていて、今いろんな国際情勢の慌ただしい変化とか、今だからこそ起

きていることと、被爆 80 周年というところを絡めたらなおいいのかと思います。それ

が被爆 80 周年の今だからこそ、この被爆地長崎が訴えられるほどの大きな意味だと思

っております。具体的にこうした方がいい、こういうふうに書いた方がいいというとこ

ろではないのですが、被爆 80 周年という言葉、節目の重みという意味での提案をさせ

ていただきました。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございます。はい、他に何かご意見ございますか。はい、委員お願

いします。 

 

委員 

はい、ありがとうございます。これから長崎市として、何をしていくのかということ

ですね。例えば、若い人たちを、特に核保有国の青年たちと、やはりこの被爆地の青年

たちが話をしていくという。そういう世界的に核兵器はダメだという人たちを、指導者

を育てていくことも被爆地として発信し続けていかなければならないと思います。 

 

委員長 

はい。ありがとうございます。はい、他に何かございますか。委員お願いします。 

 

委員 

私はやはり資料館にある 11 時２分で止まった時計。時計は止まった。人間も、そこ

にいた子どもたちが、３分を迎えることができなかった人たちが、どれだけたくさんい

たかということ。いわゆる核兵器の恐ろしさ、怖さ。時計を見て、ああ２分で止まって

いる。３分に進んでいないと、人間もよと、人間もよと。そこの下は、本当に３分を迎

えることができなかった人たちが、どれだけ長崎にはいたのかという。それが今まさに
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恐ろしい世界に広がっているという、その辺も本当にわかっているのかな。世界の人た

ち、指導者の人たちは核兵器、核で核を迎えるなんて。私は先ほど飛行機から投下しま

したと言ったけど、今はもっと違うでしょ。怖いでしょ。ボタン１つ押して飛ばすとい

う、そんな世の中に変わってしまっているから。だから、そういうとき、今だからこそ、

いわゆる指導者の皆さん、みんなで考えたいという気持ちがあります。 

 

委員長 

はい。ありがとうございます。他に何かございますか。先ほど冒頭の、紛争の当事者

ということについて、複数の委員の方から、指導者という言い方をしたらどうかという

ご意見。他方で、指導者というと、その指導者を支持するような、その国民を含めて、

主体もいるのだというご意見もございました。そういうことも踏まえ、例えば、それを

並べて、紛争当事国の指導者の皆さん、そしてそれを支える人たち、そういうふうに並

べて、指導者とその指導者を支える人ということで、そういう指導者を支持して、その

指導者をまさに選挙などで選んでいるような国民に向けてこういうのもありますし、ま

た、国際社会で、紛争当事国の指導者をサポートしている国の指導者もいると思います。

そういう人たちも含めて、紛争当事国の指導者及びそれを支える皆さんというような、

例えばそういう言い方もあると思いましたが、それについて何かご意見ございますか。

はい、委員お願いします。 

 

委員 

おっしゃることはその通りだし、その指導者を支える人たちがいるのも当然なのです

が、あまり詳しく言うのもすっとこない感じがするので、私は個人的には呼びかけて、

その戦争を停戦するとかを最終的に判断するのが指導者なので、簡単に指導者でよくは

ないかと思ったりしています。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。はい、委員お願いします。 

 

委員 

ありがとうございます。私も、もしかしたらここは世界の指導者の皆さんというふう

に言ってもいいかと思いました。その一方で、私もやはり先生がおっしゃるように、世

界の指導者を支持しているのも、また市民であるという認識を伝えることは大事だと思

います。なので、例えば地球市民の文脈の中で、いわゆる相手とか敵の命であれば軽く

見てしまうのが人間の怖いところであるという。被爆者の方々の反省、戦争を経験され

た方の反省も含めて言及することで、そのニュアンスを宣言全体の中で盛り込むことが

できれば、最初のところは指導者と言い切ってもいいと感じました。 
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委員長 

はい、ありがとうございました。ほかに何かご意見ございましたか。はい、委員お願

いします。 

 

委員 

ありがとうございます。お二方の委員の意見に、私も賛成ではあります。もちろん、

特に民主主義国家においては、指導者が戦争をはじめ、それに国民が巻き込まれる状態

になりやすいところからも、指導者の皆さんと言い切るかたちも１つかと思います。た

だ一方で、日本も最初はそうだったと思うのですが、戦争に実は反対をしているけれど

も、それを大声では言えない空気が生まれてしまって、本当は反対なのだけれども、戦

争に参戦せざるを得ないとか、賛成せざるを得ないような流れになってしまうこともま

た事実ではあるかと思います。だから時代の流れとか、国の空気、時代の空気によって

は、いくら反対していてもそれをかき消そうという、見えない空気もあるのかというと

ころも私個人的にはあると思いますので、指導者の皆さんと言い切るかたちをとりなが

らも、実はそれを支持しているのもまた国民であるし戦争を駆り立てるのも、国民が一

役買っている場面というのもあると思いますので、そこも視点の一つとして踏まえたら、

なお良いかと思います。以上です。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。他に何かご意見ありますでしょうか。はい、委員お

願いします。 

 

委員 

今の論議でどちらの考え方もすごくわかりますので、迷うところと思うのですが、確

かに指導者と言い切った方が、明確になるというところと、あるいは紛争の指導者およ

び世界の指導者の皆さんという。要は今の紛争の状況というのは一国同士ではなくて、

例えばロシアであれば、北朝鮮、中国が関わってきたり、イスラエルだと、もちろん米

国をはじめ、関係国が関わって止められない状況になっているというところがあるので、

国民のところは置いておくにしても、紛争の指導者および世界の指導者の皆さんという

のも１つの案としてあるかなと思いました。 

 

委員長 

はい、ありがとうございました。他に、はい委員。 

 

委員 

本当に１つの意見として言ってもいいということであれば、やはり私は冒頭のインパ



23 

 

クトという意味では、どういう呼びかけにしてもいいと思うものの、誰に向けて伝える

のかといったときに、戦争当事国の方もいらっしゃっている、聞くという場がつくられ

るのであれば、最初からやめてくださいという言葉を伝えることで、なんとなくその後

の話を聞く気になれない感じもしてしまって、やはりまず長崎という場所を知ってもら

う。長崎がこんな苦しみを受けてきたことを知ってもらった上で、だから戦争をやめた

いのだという思いを知らせた上で、指導者の方に訴えかける流れの方がいいのかと、本

当に個人的な意見として言わせていただけるのであれば思いました。 

 

委員長 

はい、ありがとうございます。他に何かご意見はございますか。他よろしいでしょう

か。どうしても、まだ少し言い残していることとか何かございますか。よろしいでしょ

うか。はい、どうもありがとうございました。大変参考になるご意見を多数賜りました。 

この起草委員会でございますが、今回が３回目ということで、今年度の起草委員会と

いうことでは最終のものでございます。本当にこれまで活発なご討議を賜りまして誠に

ありがとうございました。今日いただいた、本当にそれぞれ貴重なご意見、大変参考に

なりました。ある意味、今回お示しした案は、先ほど申し上げました通り、ちょっと舌

足らずの部分もあって、それでブランク付きみたいな部分もあったと思いますが、その

ブランクを埋めていただくようなご意見を多数いただいたと思っております。 

いただいたご意見を参考にさせていただきながら、まさに被爆 80 周年、この歴史的

な意義を感じさせるような宣言文にしていきたいと思っていますので、またこの後は長

崎市の方でしっかりと作成させていただきたいと思います。 

皆様方には５月から毎月、これで３回にわたりましてご指摘いただきまして、誠にあ

りがとうございました。今回しっかりと皆様の思いも一緒にのせながら、世界に誇れる

ような、そういう宣言文にしていきたいと思っておりますので、また今後とも、皆様方

のお力添えを賜るよう、どうぞよろしくお願いいたします。誠にありがとうございまし

た。これで今年の平和宣言文起草委員会を終了させていただきます。本当にありがとう

ございました。 


